
学習指導要領の変遷－改訂の基本方針（資質・能力関連）－

国民としての正しい自覚をもち、個性豊かな文化の創造と民主的な
国家社会の建設に努め、国際社会において真に尊敬と信頼を受ける
に足る日本人の育成
（道徳の時間の新設、基礎学力の充実、科学技術教育の向上等）
（教育課程の基準としての性格の明確化、系統的な学習を重視）

＜主に小学校の場合＞

人間形成における基礎的な能力の伸張、国民育成の基礎の養成
基本的な知識・技能の習得、健康・体力の増進、
正しい判断力や創造性、豊かな情操や強い意志の素地、
国家及び社会についての正しい理解と愛情の育成
（時代の進展に対応した教育内容の導入等）

自ら考え正しく判断できる力をもつ児童生徒の育成を重視し、

知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな児童生徒、創造的な能力の育成
※基礎的・基本的な内容の重視（小・中・高等学校の全体を一貫的に把握）

（ゆとりある充実した学校生活の実現＝学習負担の適正化）

社会の変化に自ら対応できる心豊かな人間の育成を基本的なねらいとし、

豊かな心をもち、たくましく生きる人間、社会の変化に主体的に対応でき
る能力や創造性の基礎、自ら学ぶ意欲の向上、我が国の文化と伝統を尊
重する態度の育成、国際社会に生きる日本人としての資質の養成
※基礎的・基本的な内容の重視

（生活科の新設、道徳教育の充実）

「生きる力」を培うことを基本的なねらいとし、
豊かな人間性や社会性、国際社会に生きる日本人としての自覚、
自ら学び、自ら考える力の育成
※基礎的・基本的な内容の確実な定着

（教育内容の厳選、「総合的な学習の時間」の新設）

（実施）小学校：昭和３６年度、中学校：昭和３７年度、高等学校：昭和３８年度（学年進行）

（実施）小学校：昭和４６年度、中学校：昭和４７年度、高等学校：昭和４８年度（学年進行）

（実施）小学校：昭和５５年度、中学校：昭和５６年度、高等学校：昭和５７年度（学年進行）

（実施）小学校：平成４年度、中学校：平成５年度、高等学校：平成６年度（学年進行）

（実施）小学校：平成１４年度、中学校：平成１４年度、高等学校：平成１５年度（学年進行）

教育基本法改正等で明確になった教育の理念（公共の精神、環境の保全、伝
統や文化の尊重等）を踏まえ「生きる力」の育成
知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力等の育成のバランスの重視
豊かな心や健やかな体の育成
※学力の重要な要素＜基礎的・基本的な知識・技能の習得、思考力・判断
力・表現力等の育成、主体的に学習に取り組む態度の養成＞
（授業時数の増、指導内容の充実、小学校外国語活動の導入）

（実施）小学校：平成２３年度、中学校：平成２４年度、高等学校：平成２５年度（学年進行）

学習指導要領のねらいの一層の実現（基準性の一層の明確化、総合的な学習
の時間や個に応じた指導の一層の充実）の観点から一部改正（平成１５年）
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